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カラフトの造構様式の問題について拓

A．V．Sollovev

小西『：善治訳

　カラフトの現在の造構様式は，，カラフト島の地形学的特性一すなわち南部のアニフ湾か、

ら，北部のバイカル湾にまで延びている2つのきわだつた山脈と，その山脈で分かたれている

谷で特徴づけられる一に基づいている。

　SmehovおよびAlekseichikの造構図式匠みられる3つの地形学的要素は，3造構造帯，す

なわち西部カラフト背斜帯，東部カラフト背斜帯，およびそれによつて分かたれる中央沈降凹・

地，または中央向斜帯に対応している。

　や』詳しく区分されている2造構様式は，未発表のものと同様に3研究対象領域の造構発達，

個々の造構帯の特駐，現存摺曲の地形，地球物理学的データーカラフトの深所造構構造によ

つてある程度の推定が可能である一を考慮に入れないでつくられている。・

　第三紀の地質時代におけるカララト島の状態に関する問題については，現在においても，一

致した見解が存在しない。文献上では，この地域が地向斜地帯であつたという，最も普及し準

見解とともに，Plate－forme型擾乱地帯であつたという見解が繰り返し述べられている。この

・種Plate－forme型はechelon型に連接する断続的な短緩摺曲一Beloujovによる一構造が

卓越的に発達すること，第三紀堆積物の摺曲構進の特駐と，非対称性摺曲にみら塾る一定法則

性を欠失していることで決められる。　

　』Alekseichikは，カラフトの地体構造に特徴的≧思われるこの種の指標に基づいて，全地域

を“カラフト島の東部の現世輪郭”を形成するPlate－fo即eと地向斜との間に発達する中間

・地帯または前面沈降凹地と考えるのが，一層合理的であることを認めている。Gnedinは，全地

域の重力および磁場に関するデータの解析と，北部における重力・磁気変化に基づいて，カラ

フトの西部をPlatαformeに，東部をPlate－formeと地向斜帯との間に存在する移行帯に入れ

ている・・さらにGnedinはタタール海峡の発生を，造構運動および破砕帯一この地帯に沿つ

て第三紀に沈降が起ぎた一の存在によつてでなく，侵食活動で解釈しよ、うとしている。

　AI6kseichikおよびGnedinの結論は， 一寸みると，ヒれ以上裏づけボ入らな）・ようにみえ

る。カラフトの個々の地域では，すなわちその北西部では，Plateτforme型ゐなだらかな背斜

摺曲が現実に観察される。大陸に最も近接して分布する部分でほ，重力および磁場の状態は，

他の地域と若干畢なつている。例えば，東部地域には，、極大・極小帯が局部的に線状に現われ

ている。しかし北半部の西部は，重力の値が高くなるのが特徴となつているが，重力異蕾帯は

発散状態を示している。　．［　，　　　　　　　　　．　’　　　　　、

　著しい相違は，北半球り磁學で勿る。その東部では，礁場には僅かな変動（80γ）が認められ

るが，西部では差動変動を示L，その強さが高まる。

　ヵラフトの南部地域，とく・に西部は，地球物理的調査が，広域にわたつて完全に行なわれて

いない。ヤたがって，調査地域の観察結果をもつて，全地域を推定している。この種ゐ傾向

は，一少なくともGnedinにみられるが，危」険である。　P

　争くの研究者の見解によれば，地向斜帯は，Platαfgrme帯と異なつて次のような特徴をも

つている。すなわち，

　（1）構造造機構からみて，地塊が最も解体されていろ地域で

＊C卿・Bわeβ・A・B・：KB・np・cy・TeKT・H四ecK・貢cxeMe・caxa五HHaH3Bec個，
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〈2）隆起帯と沈降帯とが（密に）交播性（altemation）を示L・・

．（3）・正・負の造構運動の振幅が大きく

（4）闇個々の地域では運動指漂の変化が認められ

（5）・地向斜帯を構成する堆積物には激烈な造構擾乱の跡が現われている。

　Plate－forme地域では，次のような現象が特徴となつている。すなわち摺曲構造が水平に発

達する地層中に，局部的に，かつ孤立状に認められるが，線状摺曲（1inear　fold）を欠ぎ，・地塊、

の運動方向は横移動性を示す。

　』Belousovによれば，地向斜帯は“完全”榴曲または線状轡曲で特徴づけられる。すなわ

ち明確な特徴としては，全溜曲構造が共通の走向性をもち，惚曲の発達には連続性が認められ

ることである。このことは溜曲が全地向斜地帯を覆つていることを意味している。

　ヵラフトにはPlate－hme型または中間型摺曲で特徴づけられる地域とともに，地向斜地帯

に模式的な完全摺曲，または線状摺曲が認められる地域が存在ずる。『この種地域は，西部カラ

フト山脈およびその西部山麓平地地帯にみられる（カラフト南部の西海岸地帯）。

　西部カラフト山脈は，複雑な構造を示す複背斜ぞある5その地体構造は，現在にいたるま

で，依然として明らかにされていないが，’カラフトの造構要素は，いかなる場合にも，Piate－

forme型一“テラス”（terrace）型に入れるべきでない。また西部カラブト山脈の地体構造

と，カフカズ地向斜地域の山麓山脈一Belousovは中間型すなわち“櫛状摺曲フと（comb　foId）

構造の発達を指摘している一とを対比することは難しい。

　西部カラフト複背斜には，地塊の運動方向に，カフカズの山麓山脈では認められない明確な

方向性が観察される。したがつて白璽系からなる西部カラフト山脈の摺曲構造は，最終発達段

階にある地向斜地域に特徴的な，完全摺曲構造か，または線状摺曲構造に入れるべぎ云ある。

　西部カラフト山脈は，その西側と東側とを2つの造構沈降凹地または複向斜帯で縁取られて

いる6このような状態は，地層が単斜構造を形成し，西斜面では西方へ，，複背斜の東斜面では

東方へ向かうにしたがつて，で層古期地層から一層新期地層へ，規則的に変わるので，ぎわめ

て明らかで昂る。したがって，タタール海が成因的には造構運動でなく，古アムール河の侵食

活動と関連性があるというGnedinの説は，このような事実と一致Lない。第一の要因が明ら

かにタタール海の成因となつている。すなわち古アムール河は，当時すでに形成されていた沈

降凹地に沿つて，河口に注い℃いたのである。カラフト南部の西海岸の第尋系の発達地域にお

ける厚さおよび岩相が，東から西へ向かつて変化する状態から推定すると，調査地域が独立の

構造要素として形成され初めたのは，第三紀の始新世である。　　　　　　　　　　　　　　・

　この地域一一西部カラフト山脈の西部山麓山地一の特徴は，、摺曲構造の線状特性である。

この地域では，摺曲（構造）は，数平行線をなして延長し，旧第三紀および中新世初期のドウエ

．層および）・ンダシィン層の等層厚線（isopachγte）と共通の方向性をもつている（第1図参際）。

ぎわめて明白に認められる背斜向斜摺曲の軸部を除けば，水平状地層はとxでは観察されてい

ない。

　溜曲の非対称性は，この地域ではかなり低度に現われている。しかし一層注意深く型態を検

．討すれば1東部から西部にかけて地塊の運動傾向，すなわち東翼よりも西翼が一層急酸（steep）

となる傾向が認められる。このような現象は，振幅が比較的低度の衝上げ一東方向に傾く

一め配列方向で裏付けられる。背斜構造の西翼が一層急峻なのば，地質図および多くの研究

者の報告中に認められる。

　このようにBelousovの術語をとりあげると，摺曲構造はこの地域では完全型または線型に

入れることが可能である。　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　6

　以上の点からみれば，西部カラ7ト山脈およびカラフト南部の西海岸（おそらくは）タタール

海峡地域は，Gnedinが考えるようにP1＆te－fomeでなく，また地向斜とPlate－fomeとの中

間地帯でなく，第三紀の複背斜として考えることができるであろう。
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　1背斜摺曲系
『II　古期摺曲構造の強化地域

III新第三紀地向斜地域の推定境界線

　1　khandasin榴曲グノレ＿プ

　2　Boshnyakoyo－Lesogov摺曲グループ
　3　幌内複背斜山脈

　4　沿海複背斜山脈

　5　含炭摺曲グループ

　6　Chekhov摺曲グループ
　7　南部カラフト山脈の複背斜構造
　8P　Aisk摺曲グループ

　9　Nevelisk摺曲グノレー・プ

　10　KGrsakov構造

第1図タター々聖地向斜地域における摺曲の特性

Plate－forme地域には，　カラ，フトの僅かな地・

域，すなわちカラフト島の北西部がはいる。こ

れら地域は断続的に発達する摺曲構造の存在’

と，カラフトの他の地域と若干異なる重力およ・

び磁場の変化とによつて特色づけられるσ・

西部カラフト山脈から東方に位置し，Susu河

齢よびNゑib河の河谷を古める地域およびダ

ータル海峡にいたるオホーック海ゐ西海岸の暦

曲構造の特性については，現在のところ判然≧

していない。

Alekseichikが中央カラフト複向斜に入れて

いるこの沈降凹地の中央部は，［第四紀の厚い被，

覆層下に埋伏されている。その西部では，白要

紀の岩石が，第三系上に一ときには擾乱面を

伴なわないで一のつているのが観察されてい

る。東翼では，第三紀の堆積物が古生代岩石層

上に平行不整合に重なつているのが認められて

いる。中央向斜地帯の南部で行なわれた調査に

よつて，若干の背斜構造が発見されている。そ

のうち2つの背斜構造一ドーリソおよびアイ

スクーは1つの構造線に統一することが可能で

ある。しかし完全摺曲構造に特徴的な地体構造

め規則的な連珠状（b農孕d－like）配列は，この地域

では認められない。コルサコフ地塊ま準はマグ・

ンタン（Maguntan）泥火山地域にみられるある・

種の地体構造は，本質的にみて，．不連続榴曲型

　　　　　　　イに特徴的な孤立した緩短軸背斜構造（brachy一・

anticline）　である。

東海岸の南部L－Susu河およびNaib河河

．斧一の明白な特性はゴ古期火山生成物，第三紀の火山源岩相おまび米山作用過程と関連性g

　ある他の特性とを欠失1している。

　このような現象はこの地域がタタール海峡の複背斜地域と異なる地体構造であることを示し

　ているα

　油由が分布する象ラフトの北東地域の摺曲構造に関しては，’さまざまな解釈が行なわれて“

’だ。この地域で行なわれた地質調査および採油調査によつて，その型態が異なるきわめて多様

　な背斜構造が多数発見されている。

　・Bゆik・v緯び一Gnedin！馬型態指標によ解既知の背斜構造を類型化した・Bydni最・vは

　5構造型を・，Gnedin嫡3構輩型に分類してい恥　こ～では詳細に論議しないカ㍉カラプト北

　東沿岸の背斜構造は，型態ぽかりでなく，接線応力の方向も異なつていることに留意すべきで

　あ為・例えば東翼一Ekha域東部Ekhabi一では，摺曲構造は」層急であつて，とぎには

　衝上現象が認められる。しかしPalom砥Gyrylan呈で」は西翼が一層急である。以前には，地質

　調査宅明らかにさ乳た背斜造構は，4璋構線上に配列し，最東端はオホーック海の沿岸に沿つて　一

』走つていると考えられていた。現在のデータでは第三紀の第二半期には，この地域は弛向斜と

地背斜地域との間の中間地域の特性をすでに帯びていたことが考えられる。しかし第三紀初期

・の火山岩類および転倒摺曲が存在するので，この地域を第主紀初期の向斜帯に入れられる根拠』
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が与えられる。

　このようにしてカラフトに発達す

る摺曲構造および堆積物の特性によ

れば，第2図に示してあるように，

一定の構造帯と構造様式に明らかに

分けられる。

　完全摺曲構造の発達する地域は，

1
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2『

3

3

　　　　　0　25　5Q　75　聖《｝0　霞｛M

　　　　　－
Plate－forme地域

Plate・formeと地向斜地域との問の移

行帯

古期摺曲構造の固化地域

西部カラフトの内複背斜地域　　　　　　●

タタール海峡の地向斜地帯

Khandasin沈降帯

Dudin沈降帯

第2図　第三紀の二牛期の造構穣式
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　　　　1移動帯
　　　　2　固化地域

第3図　第三紀地史における移動帯の分布

中間複背斜構造の型態をとる西部カラフト山脈である。この種地体構造はタ・タール海の地向斜

地帯が内地背斜帯と内向斜帯とに分裂，崩壊した結果，中新世の中期に形成されたものであ

る。内地向斜帯および内地背斜帯には，タタール海峡の東部およびカラフトの内部沿岸地帯が

入れられる。

　固定化地向斜地帯と地向斜帯との間の中間地帯には，中央カラフト谷の南部および北部カラ

フトの大部分の地域を考えるべきである。北部の西海岸は明らかにPlate』f6rme地域一第三

紀の初期にすでに相当固定化し七いた一が入れられる・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　105一（657）
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Plate－forme地域

Plate－formeと地向斜との間の移行帯

古期摺曲構造の固定化地帯

　タタール海峡の地向斜地帯

Schmi（lt傘島の地向斜帯

第4図　第三紀孚期のカラフトの構造図

　地塊が強度に固定化している地域には，古隼代岩石が

露出している地域が入れられる。これらの地域には，東

部カラフト山脈，Susunai山脈，Tonino－Anivsk半島の

古生代地塊が分布している。

　地向斜地帯およびPlate－fome地帯への移行地帯に入

れる地向斜地帯に区分されている地帯では，地球物理学

的データ，岩石学的研究地層の等層厚線特性に基づい

て，カラフトの第三紀の全地史にわたつて沈降傾向で特

．徴づけられる7沈降帯が分けられる』（第3図）。

　第三紀Q前半期の地体構造図は，分化度が低いので区

別される（第4図）。、タタール海地域，カラフトの南部沿

岸地帯，カラフト南部の西海岸，西部カラ7ト山脈およ

び中央カラフト谷は，その当時西方は東部アジアPlate－

formeに限られ，東方は古生代地塊一中生代の摺曲運

動と関連性がある一とに接する単一の複地向斜凹地で

あつた。この地塊は，本質的にみて，一層広域にわたつて

発達していた内地複背斜帯と一層古期の複地向斜帯一一

日本地向斜帯一とを構成していたことが推定される。

　　こりように，カラフトでは，地向斜帯の逐次的，かつ

規則的発展段階が観察される。すなわち，地向斜性の弱一

分化帯の発生と，次いでさらに」層小規模な隆起帯一

・（内背斜帯）と沈降凹地（内地向斜体）一の解体が強列に

進行レている。この場合隆起帯の発生は，地吻斜凹地の

中央部K起こり，それに伴なって強烈な火山活動が行な

われ，最大沈降盆地が形成されるモメソトとなつた。し

かし現在カラフト山脈にみられるような摺曲地帯への地

向斜の転化過程は，初期に発生した背斜構造の成長・拡

大を媒介として行なわれたことは明らかである。

壁
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